
 

 

 

・高温が続き、「ハダニ類」の発生が心配される場合は、第 12回定期散布に「ダニオーテフロ 

アブルの 2,000倍」を加用して下さい。（注意事項①参照） 

・北信地域に「シンクイムシ多発注意報」が発出されています。発生・被害状況の確認と、被害 

果実は直ちに除去し、園外で処分（埋没、水没など）して下さい。 

 

 【第 12 回 定期散布】＊散布時期は目安です。 

 

散布時期 8/26～9/1   ＊前回から 14 日以内 

散布薬剤 

  水 

展着剤（ハイテンパワー） 

○劇イカズチＷＤＧ 

オーソサイド水和剤 80 

１００ℓ当たり 

１０㎖ 

６６ｇ 

１２５ｇ 

 

 

（前日、２回） 

（前日、６回） 

対象病害虫 
輪紋病、炭疽病、斑点落葉病、黒星病、褐斑病、すす斑病、すす点病 

シンクイムシ類、カメムシ類、ハマキムシ類、キンモンホソガ、ギンモンハモグリガ 

散布量 500ℓ／10a 

注意事項 

①【ハダニ対策】 

  ダニオーテフロアブルの 2,000 倍（前日、1 回）を加用散布または、特別 

散布する。＊尚、ダニオーテを散布する際は、銅剤（キノンドー等）散布 

から概ね 45 日後以降とする。 

 

②【汚れ軽減】 

  展着剤ハイテンパワーに代えて、スカッシュの 2,000 倍またはササラの 

2,000 倍を使用する。 

 

隣接園に薬剤が飛散しないよう十分注意して下さい 

 

 

令和 7 年 8 月 15 日 

ＪＡ中野市園芸課 

ＪＡ中野市りんご･もも部会 

【定期散布】散布日 

   月  日（  ） 

散布量 

         ℓ 

裏面もご覧ください。（秋映の落果防止剤  着色向上対策・葉面散布資材 他） 



秋映 【落果防止剤】の散布について】単用散布 

散布時期 9/5～15 頃  ＊収穫開始予定の 15 日前に 1 回散布 

散布薬剤 
水 

ストッポール液剤 

１００ℓ当たり 

１００㎖ 

 

（収穫予定の 25～7日前、2回以内） 

散布量 500～600ℓ／10a 

注意事項 

①展着剤は加用しない。単用散布を厳守する。⇒ 他剤と混用しない。 

②乾燥条件下では効果が低減するので、定期的なかん水を行い、園地内の湿度 

を上げる等の対策を図る。 

③落果防止剤を散布すると熟度が早まり、果肉軟化を助長しやすいので、 

過熟果発生に注意して収穫を進める。 

 
●りんご着色向上対策・葉面散布資材（対象：シナノスイート、ふじ等） 

高温により着色遅れが心配されます。下記資材を参考に定期散布に加用してください。 

・下記資材はすべて定期散布に混用可能です。選択により使用してください。 

 

●中生種の収穫について 

着色のみならず、鮮度・食味・日持ち性を考慮し、収穫を開始してください。 

品種 収穫開始見込み 注意事項 

シナノドルチェ 9/1頃 果肉軟化が早い特性がありますので収穫遅れに注意して下さい。 

すわっこ 9/1～10頃 
蜜入りすると、早期に果肉褐変する傾向があります。 

収穫遅れのないようご注意ください。 

千秋 9/15頃 一定の着色が乗った果実から順次収穫を開始してください。 

シナノピッコロ 9/5～15頃 一定の着色が乗った果実から順次収穫を開始してください。 

問合せ先：園芸課 23-3933 

商品名 使用時期 倍率 使用時期 単価/規格 

彩色甘味 

（おすすめ！） 

着色促進 

糖度向上 
1,000 

9月上旬～10月初旬 

＊収穫予定日 40日前と 20日前 
3,350円/500g 

メリット赤 
着色促進 

樹勢調整 
300 

9月上旬～10月初旬 

＊収穫 2か月前から 3回散布 

9,160円/6㎏ 

1,800円/1kg 

モーニングエース 
着色促進 

品質向上 
500 

9月上旬～10月初旬 

＊収穫 20～25日前 
6,480円/500g 

次回発行予定 9/2 

【散布日】 

   月  日（  ） 

散布量 

         ℓ 


